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CD25ウサギモノクローナル抗体（EP218）
動 物 種
クロ ー ン
研究用としてのみ使用すること
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組織・細胞中のCD25の染色に

ホルマリン固定パラフィン包埋切片用

■CD25ウサギモノクローナル抗体（EP218）

■ 特異性及び抗原分布

■ 染色データ

ヒトCD25（別名: Tac）抗原と特異的に反応する。CD25は分子量55kDaの膜貫通糖タンパク質で、インター
ロイキン-2レセプター（IL-2R）のα鎖であり、単体ではIL-2に対して低親和性レセプターであるが、CD122
（IL-2Rβ）およびCD132（共通γ鎖、γc）と三量体を形成することで高親和性レセプターとなる（1）～（5）。この
高親和性レセプター（三量体）がIL-2と結合することで、制御性T細胞（Treg）へのシグナル伝達による免疫寛容
や、エフェクターT細胞（Teff）へのシグナル伝達による免疫活性化に関与する（3）～（5）。正常では、制御性T細胞、
活性化T細胞、NK細胞、樹状細胞などの細胞膜に発現がみられる（3）～（7）。腫瘍では、成人T細胞白血病/
リンパ腫（ATLL）、有毛細胞白血病、肥満細胞症、未分化大細胞型リンパ腫、ホジキンリンパ腫などに発現が
みられる（2）（6）。骨髄生検標本におけるCD25の免疫組織化学染色は、非腫瘍性肥満細胞では発現がみられず、
腫瘍性肥満細胞では発現がみられることから、全身性肥満細胞症の判別に用いられている（6）（8）。

注） CD25を発現している細胞は、細胞膜の他に細胞質にも弱～中程度の染色がみられることがある。

前処理（抗原賦活化）として「抗原賦活化液pH9」（コード：415201またはコード：415211）を用いた温浴処理が
必要です。　→　pH9 温浴処理（＋）

■扁桃：散在する細胞の細胞膜に反応がみられる。
　pH9 温浴処理（＋）  

使用方法、染色手順につきましては、第一抗体の使用説明書をご参照ください。使用説明書は弊社Webサイトよりご覧いただけます。

■ コード ■ 価格■ 包装（希釈済抗体）
418548
418549

15テスト（1.8mL）
45テスト（1.8mL×3本）

￥16,000
￥42,000
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■ 製品紹介

CD3モノクローナル抗体(PS1)
CD4モノクローナル抗体
CD8モノクローナル抗体

■研究用試薬　第一抗体

413241
413181
413201

コード 品名
CD3ウサギモノクローナル抗体(SP7)
CD4モノクローナル抗体(4B12)

413591
413951

コード 品名
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